
1 

２
０
２
３ 

第
３
回 

京
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
文
系
） 

 

採
点
基
準 

 

■
現
代
文 

採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 
 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

得
点
箇
所
の
漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
欠
落
等
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。
尚
、 

 
 

同
一
の
誤
字
、
送
り
仮
名
の
誤
り
の
繰
り
返
し
に
つ
い
て
は
、
１
点
だ
け
の
減
点
で
よ
い
。 

  

一 

現
代
文 

50
点 

  

問
一 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
３
点                                           

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

関
心
を
向
け
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
覆
い
隠
さ
れ
て
い
て
、
言
葉
に
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
内
容
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
時
、 

Ｃ
○
２
点 

何
か
恐
ろ
し
い
体
験
に
脅
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
。 

（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
関
心
を
向
け
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
覆
い
隠
さ
れ
て
い
て
」
（
３
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
「
忌
避
さ
れ
」
「
覆
い
隠
さ
れ
て
い
て
」
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
説
明
の
一
方
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
言
葉
に
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
内
容
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
時
」
（
３
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
何
か
恐
ろ
し
い
体
験
に
脅
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ 

「…

（
と
い
う
）
不
安
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
で
あ
る
が
、
「
不
安
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表 

 
 
 
 

現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
可
。
不
可
の
場
合
、
▲
減
点
１
点
。 

  
 



2 

問
二 

14
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ
○
２
点      

 
 
 
 
 
 
 

                                      

Ｃ
○
２
点 

日
本
人
の
生
来
的
、
始
源
的
な
空
想
や
経
験
の
内
容
が
口
承
さ
れ
単
純
化
さ
れ
た
も
の
が
日
本
語
の
伝
説
で
あ
り
、
そ
の
物
語 

                   
 
 
 
 

Ｄ
○
３
点                                                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

の
主
人
公
の
言
動
が
、
そ
の
劇
的
世
界
の
中
に
入
り
込
ん
だ
読
者
の
心
の
動
き
を
表
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
日
本
人
が 

                
 
 
 

 

Ｆ
○
２
点 

分
析
す
る
こ
と
は
、
日
本
語
を
使
う
自
己
の
分
析
に
な
る
と
言
え
る
か
ら
。 

（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
日
本
人
の
生
来
的
、
始
源
的
な
空
想
や
経
験
の
内
容
」
（
３
点
） 

 
 

○
「
日
本
人
」
は
「
国
民
・
人
類
」
な
ど
で
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
「
生
来
的
」
「
始
源
的
」
「
空
想
」
「
経
験
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
欠
い
て
い
る
場
合
は
２
点
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
（
要
素
Ａ
が
）
口
承
さ
れ
単
純
化
さ
れ
た
も
の
が
日
本
語
の
伝
説
で
あ
り
」
（
２
点
） 

 
 

○
「
単
純
化
」
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
（
＝
伝
説
）
の
物
語
の
主
人
公
の
言
動
が
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
（
主
人
公
の
言
動
が
）
そ
の
劇
的
世
界
の
中
に
入
り
込
ん
だ
読
者
の
心
の
動
き
を
表
し
て
い
る
」
（
３
点
） 

 
 

○
「
劇
的
世
界
」
は
「
物
語
・
伝
説
」
な
ど
で
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
そ
れ
（
＝
日
本
語
の
伝
説
・
主
人
公
の
言
動
）
を
日
本
人
が
分
析
す
る
こ
と
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
日
本
語
を
使
う
自
己
の
分
析
に
な
る
と
言
え
る
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
「
自
己
」
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

「…

か
ら
・
た
め
・
の
で
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る 

 
 
 
 

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

  
 



3 

問
三 

10
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
Ｒ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点                                     

 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
                    

Ｃ
○
１
点 

妻
に
対
す
る
イ
ザ
ナ
ギ
の
犯
禁
、
夫
婦
の
絶
縁 

を
契
機
に
父
か
ら
生
ま
れ
、
生
誕
時
点
で
母
と
分
離
さ
れ
て
い
た
ア
マ
テ
ラ 

       
 

Ｄ 

○
３
点                                                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｅ
○
２
点 

ス
に
、
離
別
し
た
母
子
が
相
手
と
の
一
体
感
を
求
め
る
心
情
を
「
甘
え
」
と
す
る
土
居
が
、
そ
の
原
型
的
な
象
徴
を
看
取
し
て 

 

い
る
と
い
う
こ
と
。
（
10
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
妻
に
対
す
る
イ
ザ
ナ
ギ
の
犯
禁
、
夫
婦
の
絶
縁
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
（
要
素
Ａ
）
を
契
機
に
父
か
ら
生
ま
れ
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△｢

父
か
ら｣

を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
生
誕
時
点
で
母
と
分
離
さ
れ
て
い
た
ア
マ
テ
ラ
ス
」
（
１
点
） 

 
 

○
「
生
誕
時
点
で
」
は
文
脈
か
ら
伝
わ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
離
別
し
た
母
子
が
相
手
と
の
一
体
感
を
求
め
る
心
情
を
「
甘
え
」
と
す
る
土
居
が
」
（
３
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
「
離
別
し
た
」
「
一
体
感
」
の
い
ず
れ
か
に
相
当
す
る
説
明
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
そ
（
＝
「
甘
え
」
）
の
原
型
的
な
象
徴
を
看
取
し
て
い
る
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
「
象
徴
」
と
い
う
語
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 

     
 



4 

問
四 

８
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
在
り
方
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
際
の  

医
師
の
倫
理
観
や
行
動
に
つ
い
て
の
異
文
化
間
の
比 

              
 
 
 

 

Ｄ
○
２
点                                        

 
 
 
 
 
 
 

  

Ｅ
○
３
点 

較
研
究
、
ま
た
、
ト
ラ
ウ
マ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
、
医
学
や
医
療
を
め
ぐ
る
社
会
的
な
問
題
を
研 

 

究
す
る
学
問
。
（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
民
族
が
繰
り
返
し
て
き
た
共
通
体
験
を
核
心
に
含
ん
で
い
る
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
神
話
や
伝
説
は
原
始
の
思
考
を
再
生
さ
せ
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
我
々
の
子
ど
も
時
代
と
い
う
意
味
で
の
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
古
代
人
の
観
点
か
ら
も
の
が
言
わ
れ
て
い
る
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「…

か
ら
・
た
め
・
の
で
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る 

 
 
 
 

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

   
 



5 

 

問
五 

10
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

見
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
も
の
を
見
た
人
間
が
、
心
の
準
備
も
で
き
な
い
ま
ま  

目
の
当
た
り
に
し
て
し
ま
っ
た
対
象
に 

         
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

幻
滅
し
、
そ
の
対
象
と
の
不
可
避
的
な
離
別
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
切
実
な
記
憶
に
苦 

 

し
む
こ
と
。
（
10
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
見
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
も
の
を
見
た
人
間
が
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
心
の
準
備
も
で
き
な
い
ま
ま
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
目
の
当
た
り
に
し
て
し
ま
っ
た
対
象
に
幻
滅
し
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
そ
の
対
象
と
の
不
可
避
的
な
離
別
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
体
験
を
す
る
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
そ
の
切
実
な
記
憶
に
苦
し
む
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ 

「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

    
 



6 

二 

現
代
文 

50
点 

  

問
一 
８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

一
定
の
資
料
か
ら
帰
結
す
る
結
論
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
、
資
料
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
結
論
を
更
新
す
る
の
が
科
学
の
進
歩
だ 

      
 

 

Ｃ
○
２
点 

 
 

Ｄ
○
２
点 

と
い
う
通
念
に
対
し
て
、
割
り
切
れ
な
い
思
い
を
抱
い
て
い
る
か
ら
。
（
８
点
） 

   

■
要
素
Ａ
「
一
定
の
資
料
か
ら
帰
結
す
る
結
論
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
り
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
資
料
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
結
論
を
更
新
す
る
の
が
科
学
の
進
歩
だ
」
（
２
点
） 

 
 

○
「
進
歩
」
と
い
う
語
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
（
要
素
Ｂ
の
）
通
念
に
対
し
て
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
割
り
切
れ
な
い
思
い
を
抱
い
て
い
る
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
動
揺
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
と
判
断
さ
れ
る
説
明
は
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「…

か
ら
・
た
め
・
の
で
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る 

 
 
 
 

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 
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問
二 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ 

 

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
１
点                                          

 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

資
料
を
無
視
し
て
結
論
が
導
け
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
資
料
の
束
縛
で
研
究
が
狭
小
な
世
界
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 

                             
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 

Ｆ
○
２
点 

資
料
の
指
し
示
す
方
向
を
見
定
め
つ
つ  
資
料
の
範
囲
を
飛
び
越
え
、
広
範
な
世
界
に
飛
躍
し
て  

理
論
を
構
築
し
て
よ
い
の
だ 

 

と
い
う
こ
と
。
（
12
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
資
料
を
無
視
し
て
結
論
が
導
け
る
わ
け
で
は
な
い
が
」
（
１
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
資
料
の
束
縛
で
研
究
が
狭
小
な
世
界
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
」
（
３
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
資
料
の
指
し
示
す
方
向
を
見
定
め
つ
つ
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
資
料
の
範
囲
を
飛
び
越
え
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
広
範
な
世
界
に
飛
躍
し
て
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
理
論
を
構
築
し
て
よ
い
の
だ
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
文
末
表
現
が
原
則
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 
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問
三 

８
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

               
 
 
 

 

Ａ
○
２
点                               

 
 

Ｂ
○
２
点 

中
学
の
先
生
は
、
専
門
化
が
進
む
科
学
に
携
わ
る
学
者
は 

狭
い
研
究
分
野
に
閉
じ
こ
も
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、 

Ｃ
○
２
点   

 
 
 
 
 

                             

Ｄ
○
２
点 

束
縛
を
嫌
い
広
い
世
界
を
求
め
る
筆
者
に
は 
不
向
き
だ
と
思
っ
た
か
ら
。(

８
点) 

  

■
要
素
Ａ
「
専
門
化
が
進
む
科
学
（
に
携
わ
る
学
者
は
）
」
（
２
点
） 

 
 

○
「
学
者
」
へ
の
言
及
は
な
く
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
狭
い
研
究
分
野
に
閉
じ
こ
も
る
必
要
が
あ
る
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
束
縛
を
嫌
い
広
い
世
界
を
求
め
る
筆
者
に
は
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
「
束
縛
を
嫌
い
」
「
広
い
世
界
を
求
め
る
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
な
ど
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は 

１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
（
筆
者
に
は
）
不
向
き
だ
と
思
っ
た
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
様
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
説
明
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 

△
「
思
っ
た
」
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「…

か
ら
・
た
め
・
の
で
」
と
い
っ
た
文
末
表
現
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で
あ
る 

 
 
 
 

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 
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問
四 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

同
種
の
生
物
個
体
が
集
ま
っ
た
全
体
が
種
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
種
社
会
と
は
、
種
を
一
つ
の
存
在
と
把
握
し
、
個
体
よ
り
一 

                
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

段
高
い
レ
ベ
ル
の 

構
造
的
機
能
的
な
ユ
ニ
ッ
ト
と
見
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
同
種
の
生
物
個
体
が
集
ま
っ
た
全
体
が
種
で
あ
る
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
種
社
会
と
は
、
種
を
一
つ
の
存
在
と
把
握
し
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
（
種
社
会
と
は
）
個
体
よ
り
一
段
高
い
レ
ベ
ル
の
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
（
種
社
会
と
は
）
構
造
的
機
能
的
な
ユ
ニ
ッ
ト
と
見
な
し
た
も
の
」
（
２
点
） 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

「
種
」
と
「
種
社
会
」
と
い
う
概
念
の
違
い
を
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ 

 
 
 
 

ば
広
く
許
容
し
て
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 
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問
五 

14
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｈ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ
○
１
点 

 
                     

Ｂ
○
２
点               

Ｃ
○
２
点                                       

 
 
 
 
 
 
 

       

Ｄ
○
２
点 

棲
み
わ
け
を
考
え
る
場
合
、
無
機
的
環
境
以
上
に 

隣
接
す
る
近
似
種
と
の
関
係
が
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
二
つ
の
近
似 

                     
 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 

                                   

Ｆ
○
３
点 

種
の
分
布
の
境
界
線
は
、
個
体
の
生
理
的
、
生
態
的
な
問
題
を
超
え
た
、
二
つ
の
相
似
た
種
社
会
が
接
触
を
通
し
て
互
い
に
入 

                                  
 
 
 
 
 
 
 

   
Ｇ
○
２
点 

り
ま
じ
る
こ
と
を
調
整
す
る
た
め
に
生
じ
た 

社
会
的
な
境
界
線
で
あ
る
と
い
う
理
論
。
（
14
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
棲
み
わ
け
を
考
え
る
場
合
」
（
１
点
） 

 
 

○
答
案
中
に
「
棲
み
わ
け
」
と
い
う
語
が
あ
れ
ば
１
点
与
え
る
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
無
機
的
環
境
以
上
に
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
隣
接
す
る
近
似
種
と
の
関
係
が
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
ち
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
二
つ
の
近
似
種
の
分
布
の
境
界
線
は
」
（
２
点
） 

 
 

○
「
分
布
の
境
界
線
」
に
相
当
す
る
説
明
が
あ
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
個
体
の
生
理
的
、
生
態
的
な
問
題
を
超
え
た
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
二
つ
の
相
似
た
種
社
会
が
接
触
を
通
し
て
互
い
に
入
り
ま
じ
る
こ
と
を
調
整
す
る
た
め
に
生
じ
た
」
（
３
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
「
種
社
会
」
と
い
う
語
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 
 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ
「
社
会
的
な
境
界
線
で
あ
る
」
（
２
点
） 

 
 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 
 

△
「
社
会
的
」
を
欠
く
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｈ 

「
理
論
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
可
。 

 
 
 
 

不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 
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三 

古
文 

50
点 

 
※
内
容
説
明
の
設
問
で
は
、
末
尾
の
句
点
が
な
い
も
の
は
１
点
減
点
。
た
だ
し
、
現
代
語
訳
の
設
問
で
は
、
文
末
の
句
読
点
は

不
問
。 

 

問
一 

10
点×
３
＝
30
点 

（
１
） 

「
後
々
ま
で
例
に
な
り
て
、
や
め
が
た
く
ぞ
あ
り
け
れ
ば
、
一
休
も
こ
む
つ
か
し
く
や
お
ぼ
し
け
ん
、
」
の
現
代
語

訳
。
（
10
点
） 

 【
模
範
解
答
】 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
①
○
１
点 

大
徳
寺
で
も
、
開
山
の
大
灯
国
師
の
時
以
降
、
帝
（
内
裏
）
に
灯
籠
を
奉
納
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
や
め
る 

 
 
 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 

Ｃ
② 

 

Ｃ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
  

Ｃ
②
○
２
点 

こ
と
が 

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
一
休
も 

こ
の
こ
と
を
少
し
煩
わ
し
い
と 

お
思
い
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
（
10
点
） 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

Ａ
「
大
徳
寺
で
も
開
山
の
大
灯
国
師
の
時
以
降
、
帝
（
内
裏
）
に
灯
籠
を
奉
納
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
て
」
（
３
点
） 

 

※
「
後
々
ま
で
例
に
な
り
て
」
の
解
釈 

 

◯ 

こ
こ
の
「
後
々
」
は
、「
（
大
徳
寺
）
開
山
（
の
大
灯
国
師
の
時
）
以
降
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
例
」
は
、
「
（
精
霊
祭
に
／
七
月
十
四
日
に
）
帝
（
内
裏
）
に
灯
籠
を
奉
納
す
る
慣
例
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

 

 

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「（
大
徳
寺
で
も
）
開
山
（
の
大
灯
国
師
の
時
）
以
降
」（
１
点
） 

 

②
「
帝
（
内
裏
）
に
灯
籠
を
奉
納
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
」（
２
点
） 

 

  

Ｂ
「
な
か
な
か
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
」
（
３
点
） 

 

※
「
や
め
が
た
く
ぞ
あ
り
け
れ
ば
」
の
解
釈
。 

○
こ
こ
の
「
や
む
」
は
、
「
停
止
す
る
／
中
止
す
る
／
止
め
る
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

○
こ
こ
の
「…

が
た
し
」
は
、
「
な
か
な
か…

で
き
な
い
／
難
し
い
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

○
こ
こ
の
「
け
れ
｜
ば
」
は
、
「…

っ
た
の
で
／…

っ
た
の
で
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

 

 

※
以
下
の
３
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 
 

①
「
（
な
か
な
か
）
止
め
る
こ
と
が
」
（
１
点
） 

 
 

②
「
で
き
な
か
っ
た
の
で
（
難
し
か
っ
た
の
で
）
」
（
２
点
） 
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Ｃ
「
一
休
も
こ
の
こ
と
を
少
し
煩
わ
し
い
と
お
思
い
に
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」
（
３
点
） 

 
※
「
一
休
も
こ
む
つ
か
し
く
や
お
ぼ
し
け
ん
」
の
解
釈
。 

◯ 
こ
こ
の
「
こ
む
づ
か
し
」
は
、
「
煩
わ
し
い
／
鬱
陶
し
い
／
面
倒
だ
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
お
ぼ
し
」
は
、
「
お
思
い
に
な
る
／
お
考
え
に
な
る
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「…

や…

け
む
」
は
、
「…

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
／…

っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

  

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 
 

①
「
（
こ
の
こ
と
を
）
少
し
煩
わ
し
い
と
」
（
２
点
） 

 
 

②
「
一
休
も 

お
思
い
に
な
っ 

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」
（
２
点
） 

   

（
３
） 

「
こ
の
間
禁
裏
へ
さ
さ
げ
給
ひ
し
灯
籠
の
詩
、
洛
中
に
て
、
こ
れ
の
み
沙
汰
仕
り
候
ふ
。
」
の
現
代
語
訳
。
（
10
点
） 

 

【
模
範
解
答
】 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

先
頃
、
一
休
和
尚
様
（
＝
あ
な
た
）
が 

帝
（
内
裏
）
へ
奉
納
な
さ
っ
た 

灯
籠
の
狂
詩
は
、
京
の
市
中
で
評
判
と
な
っ
て
お
り
、 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
２
点 

人
々
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
噂
ば
か
り 

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
（
10
点
） 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
・
Ｂ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
・
Ｂ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

  

Ａ
「
先
頃
、
一
休
和
尚
様
（
＝
あ
な
た
）
が
帝
（
内
裏
）
へ
奉
納
な
さ
っ
た
灯
籠
の
狂
詩
は
」
（
４
点
） 

 

※ 

「
こ
の
間
禁
裏
へ
さ
さ
げ
給
ひ
し
灯
籠
の
詩
」
の
解
釈 

 

◯
「
禁
裏
へ
さ
さ
げ
」
の
主
体
は
、
二
人
称
「
あ
な
た
＝
一
休
和
尚
（
様
）
」
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
禁
裏
へ
さ
さ
げ
」
は
、「
帝
へ
献
上
／
内
裏
へ
差
し
上
げ
な
さ
っ
た
／
禁
裏
へ
啓
上
な
さ
っ
た
」
等
の
意
味

で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
給
ひ
｜
し
」
は
、
「…

な
さ
っ
た
／
お…

に
な
っ
た
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「…

や…

け
む
」
は
、
「…

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
／…

っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

 

※
以
下
の
３
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「
先
頃
、
一
休
和
尚
様
（
＝
あ
な
た
）
が
」
（
１
点
） 

 

②
「
帝
（
内
裏
）
へ
奉
納
な
さ
っ
た
」（
２
点
） 

 

③
「
灯
籠
の
（
狂
）
詩
は
」（
１
点
） 
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Ｂ
「
京
の
市
中
で
評
判
と
な
っ
て
お
り
、
人
々
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
噂
ば
か
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
」
（
６
点
） 

 
※
「
洛
中
に
て
、
こ
れ
の
み
沙
汰
仕
り
候
ふ
」
の
解
釈 

 

※
「
洛
中
に
て
、
こ
れ
の
み
沙
汰
仕
り
候
ふ
」
の
解
釈 

 
 

◯ 

こ
こ
の
「
洛
中
」
は
、
「
京
の
市
中
（
の
人
々
）
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
こ
れ
｜
の
み
」
は
、
「
こ
の
噂
ば
か
り
／
こ
の
評
判
で
も
ち
き
り
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
沙
汰
」
は
、
「
噂
／
評
判
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
仕
り
」
は
、
「
す
」
の
丁
重
語
（
謙
譲
語
Ⅱ
）
「
い
た
し
ま
す
」
と
と
っ
て
も
、
「
い
ふ
」
の
謙
譲
語

「
申
し
上
げ
る
」
と
と
っ
て
も
よ
い
。 

◯ 

こ
こ
の
「
候
ふ
」
は
、
丁
寧
語
の
補
助
動
詞
「…

で
す
／…

ま
す
／…

お
り
ま
す
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

現
代
語
訳
の
設
問
な
の
で
、
句
読
点
（
、
・
。
）
や
引
用
符
合
（
「 

」
）
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 

 ※
以
下
の
３
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 
 

①
「
京
（
の
市
）
中
で
（
評
判
と
な
っ
て
お
り
）
」
（
２
点
） 

 
 

②
「
（
人
々
は
も
っ
ぱ
ら
）
こ
の
噂
（
評
判
）
ば
か
り
」
（
２
点
） 

 
 

③
「
い
た
し
て
（
申
し
上
げ
て
）
お
り
ま
す
」
（
２
点
） 

   

（
４
） 

「
み
な
人
あ
き
れ
て
立
ち
据
わ
り
て
聞
き
け
れ
ば
、
」
の
現
代
語
訳
。
（
10
点
） 

 

【
模
範
解
答
】 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 

Ａ
②
○
３
点 

 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｃ
①
○
１
点 

Ｃ
②
○
２
点 

そ
こ
に
い
た
人
々
は
皆 

呆
然
と
な
っ
て
、
あ
る
人
は
立
っ
た
ま
ま
、
あ
る
者
は
座
っ
た
ま
ま
で
、
一
休
の
話
を 

聞
い
て
い
た 

 

と
こ
ろ
、
（
10
点
） 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
～
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
～
Ｃ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

  

Ａ
「
そ
こ
に
い
た
人
々
は
皆
呆
然
と
な
っ
て
」
（
４
点
） 

 

※
「
み
な
人
あ
き
れ
て
」
の
解
釈 

 

◯ 

こ
こ
の
「
み
な
人
」
は
、
「
そ
こ
に
い
た
人
は
皆
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
あ
き
る
」
は
、「
呆
然
と
す
る
／
茫
然
と
す
る
／
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

 ※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「（
そ
こ
に
い
た
）
人
々
は
皆
」（
１
点
） 

 

②
「
呆
然
と
な
っ
て
」
（
３
点
） 
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Ｂ
「
あ
る
人
は
立
っ
た
ま
ま
、
あ
る
者
は
座
っ
た
ま
ま
で
」
（
３
点
） 

 
※
「
立
ち
据
わ
り
て
」
の
解
釈 

 

◯ 
こ
こ
の
「
立
ち
、
据
わ
り
て
」
は
、
連
用
中
止
法
な
の
で
、「
立
っ
た
り
、
座
っ
た
り
し
て
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
主
体
・
客
体
は
明
ら
か
な
の
で
記
述
が
な
く
と
も
よ
い
（
た
だ
し
、
明
ら
か
な
間
違
え
は
加
点
し
な
い
）。 

 

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「（
あ
る
人
は
）
立
っ
た
ま
ま
」（
２
点
） 

 

②
「（
あ
る
者
は
）
座
っ
た
ま
ま
で
」
（
１
点
） 

 

Ｃ
「
一
休
の
話
を
聞
い
て
い
た
と
こ
ろ
」
（
３
点
） 

 

※
「
聞
き
け
れ
ば
」
の
解
釈 

 
 

◯
「
聞
き
｜
け
れ
｜
ば
」
の
客
体
は
、
「
一
休
の
話
」
で
あ
る
。 

◯ 

こ
こ
の
「
け
れ
｜
ば
」
は
、
謙
譲
語
の
補
助
動
詞
「…

の
で
／…

か
ら
／…

と
こ
ろ
／…

が
、
そ
の
時
に
」
の
意

味
で
あ
る
。 

 

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「
一
休
の
話
を
」（
１
点
） 

 

②
「
聞
い
て
い
た
と
こ
ろ
」（
２
点
） 

  

問
二 

（
10
点
） 

※
「
か
か
る
御
心
ざ
し
」
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
一
休
の
狂
詩
を
ふ
ま
え
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
。 

【
模
範
解
答
】 

  

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

精
霊
が
現
世
に
現
れ
る 

今
宵
は
、 

多
く
の
草
木
の
葉
が
（
施
餓
鬼
）
棚
と
な
り
、
そ
こ
に
は
雨
露
が
直
接
に
供
え
ら
れ
、 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
②
○
１
点 

天
上
の
（
満
）
月
が
そ
の
ま
ま
灯
明
と
な
り
、
松
吹
く
風
と
流
れ
る
川
の
水
音
が
そ
っ
く
り
読
経
の
声
と
な
る 

と
い
う
思
想
。 

（
10
点
） 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
～
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

加
点
要
素
が
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
精
霊
が
現
世
に
現
れ
る
今
宵
は
」
（
２
点
） 

 

※
狂
詩
の
「
精
霊
、
今
日
出
来
迎
」
の
理
解 

 

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「
精
霊
（
祖
先
霊
や
様
々
な
霊
た
ち
）
が
現
世
に
現
れ
る
」（
１
点
） 

 

②
「
今
宵
（
七
月
十
五
夜
・
盂
蘭
盆
供
会
・
魂
祭
・
精
霊
祭
・
施
餓
鬼
会
）
は
」
（
１
点
） 
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Ｂ
「
多
く
の
草
木
の
葉
が
（
施
餓
鬼
）
棚
と
な
り
、
そ
こ
に
は
雨
露
が
直
接
に
供
え
ら
れ
」
（
３
点
） 

 
※
狂
詩
の
「
雨
露
、
直
供
二
万
葉
棚
一
」
の
理
解 

 

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「
多
く
の
草
木
の
葉
が
（
施
餓
鬼
）
棚
と
な
り
」
（
２
点
） 

 

②
「
そ
こ
に
は
雨
露
が
（
直
接
に
）
供
え
ら
れ
」（
１
点
） 

 

Ｃ
「
天
上
の
（
満
）
月
が
そ
の
ま
ま
灯
明
と
な
り
」
（
２
点
） 

 

※
「
挑
得
、
灯
明
、
天
上
月
」
の
理
解 

 

※
こ
こ
は
部
分
配
点
（
２
点
）
が
そ
の
ま
ま
要
素
配
点
（
２
点
）
と
な
る
。 

 

Ｄ
「
松
吹
く
風
と
流
れ
る
川
の
水
音
が
そ
っ
く
り
読
経
の
声
と
な
る
と
い
う
思
想
。
」
（
３
点
） 

 

※
「
松
風
・
流
水
、
読
経
声
」
の
理
解 

 

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「
松
吹
く
風
と
流
れ
る
川
の
水
音
が
そ
っ
く
り
読
経
の
声
と
な
る
」
（
２
点
） 

 

②
「
と
い
う
思
想
（
と
い
う
こ
と
）
。
」（
１
点
） 

  

問
三 

10
点 

 

※
「
こ
れ
大
い
な
る
精
霊
棚
に
て
は
な
き
か
」
の
隠
喩
表
現
で
言
っ
て
い
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。 

 

【
模
範
解
答
】 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 

Ａ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 

精
霊
祭
に
お
い
て
は
、
山
城
国
の
地
が
育
ん
だ
瓜
や
茄
子
が
そ
の
ま
ま
全
て
の
精
霊
た
ち
の
供
物
と
な
り
、
賀
茂
川
の
水
の
流
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
①
○
２
点 

そ
の
も
の
が
手
向
け
の
水
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
自
然
の
存
在
全
て
が
大
き
な
精
霊
棚
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
人
間
の
小
さ
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
②
○
１
点 

作
為
な
ど
は
不
必
要
な
の
だ 

と
い
う
こ
と
。
（
10
点
） 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
～
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

加
点
要
素
が
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
精
霊
祭
に
お
い
て
は
、
山
城
国
の
地
が
育
ん
だ
瓜
や
茄
子
が
そ
の
ま
ま
全
て
の
精
霊
た
ち
の
供
物
と
な
り
、
」
（
３
点
） 

※
「
山
城
の
瓜
や
茄
子
」
を
「
精
霊
祭
の
供
物
」
に
喩
え
て
い
る
、
と
い
う
内
容
。 

 

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「
精
霊
祭
に
お
い
て
は
」（
１
点
） 

 

②
「
山
城
国
の
（
地
が
育
ん
だ
）
瓜
や
茄
子
が
そ
の
ま
ま
（
全
て
の
）
精
霊
た
ち
の
供
物
と
な
る
」
（
２
点
） 
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Ｂ
「
賀
茂
川
の
水
の
流
れ
そ
の
も
の
が
手
向
け
の
水
と
な
る
」
（
２
点
） 

※
「
賀
茂
川
の
水
の
流
れ
」
を
「
手
向
け
の
水
」
に
喩
え
て
い
る
、
と
い
う
内
容
。 

 

Ｃ
「
こ
の
自
然
の
存
在
全
て
が
大
き
な
精
霊
棚
で
あ
る
」
（
２
点
） 

※
（
人
為
を
介
さ
な
い
）
自
然
の
営
み
こ
そ
が
、
精
霊
を
慰
め
る
大
き
な
精
霊
棚
（
と
い
う
装
置
）
な
の
で
あ
る
、
と
い
う

内
容
。 

  

○
「
自
然
の
存
在
全
て
が
精
霊
棚
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
が
あ
れ
ば
○
。 

 

Ｄ
「
人
間
の
小
さ
な
作
為
な
ど
は
不
必
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
」
（
３
点
） 

※
（
自
然
の
対
立
概
念
で
あ
る
）
人
間
が
用
意
す
る
人
為
的
な
行
為
な
ど
は
必
要
な
い
、
と
い
う
内
容
＋
文
末
表
現
。 

 

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「
人
間
の
（
小
さ
な
）
作
為
（
／
祭
り
な
ど
）
は
不
必
要
な
の
だ
」
（
２
点
） 

 

②
「
と
い
う
こ
と
」（
１
点
） 

 
 
 
 

✖
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「…

（
と
い
う
）
こ
と
。
／…

（
と
い
う

思
想
。
／…

（
と
い
う
）
考
え
。
」
等
と
な
っ
て
い
な
い
な
い
も
の
は
加
点
し
な
い
。 

✖
文
末
の
句
点
「
。
」
ヌ
ケ
の
減
点
が
あ
る
場
合
、
こ
の
部
分
も
加
点
ナ
シ
。 


